
国民年金の受給資格期間が不足している場合
◦国民年金の任意加入

　６０歳までに、老齢基礎年金の受給資格期間が満たない場合や、
納付期間が少ないために老齢基礎年金を満額受給できない場合、任意加
入の申し出により、保険料が納付できます。

対 �60～65歳の人
他 �・��昭和４０年 ４ 月 １ 日以前に生まれた人で、７０歳まで納付すれば受給資格

を満たす場合に限り、６５歳を過ぎても特例で任意加入可
　・��海外に住所のある日本国籍の人も任意加入可
　・��公的年金（厚生年金・共済組合）の加入期間中は任意加入不可
　・��保険料は、原則、口座振替での納付
申 �金融機関の通帳、届出印、本人確認書類を持って、草津年金事務所か担当

課に直接
申・問 �◦��日本年金機構 草津年金事務所（西渋川一） ☎567-2220、562-9638
　 　 ◦��保険年金課（ 1階) ☎56１-2367、561-2480

　

草
津
市
は
、昭
和
29

（
1
9
5
4
）
年
10
月

15
日
に
、
草
津
町
、
志

津
村
、
老
上
村
、
山
田

村
、
笠
縫
村
、
常
盤
村

の
1
町
5
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
、今
月
で

ち
ょ
う
ど
70
年
と
な

り
ま
す
。草
津
は
古
く
か
ら
交
通

の
要
衝
と
し
て
、ま
た
江
戸
時
代

に
は
、東
海
道
と
中
山
道
が
分
岐
・

合
流
す
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

歴
史
が
あ
り
、現
在
も
Ｊ
Ｒ
東
海

道
本
線
、
草
津
線
や
国
道
１
号
、

名
神
高
速
道
路
、
新
名
神
高
速

道
路
な
ど
が
市
内
を
通
っ
て
い
ま

す
。
誕
生
当
初
の
人
口
は
3
万

2
，1
5
2
人
で
し
た
が
、京
都
や

大
阪
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、商

業
施
設
の
充
実
や
自
然
環
境
の
豊

か
さ
か
ら
、住
み
よ
い
ま
ち
と
し

て
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、今
年

４
月
に
は
人
口
が
14
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。国
の
調
査
に
よ
る
と
、

令
和
5
年
の
人
口
増
加
率
は
、本

市
は
1
．16
％
の
増
加
で
、
全
国

1
，7
4
7
市
区
町
村
中
第
10
位

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。ま
ち
の

発
展
の
礎
を
築
か
れ
た
先
人
の
努

力
や
功
績
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
の
責
任
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

本
市
の
発
展
の
大
き
な
要
素

の
一
つ
と
し
て
、今
年
30
周
年
を

迎
え
る
立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く

さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）の

開
設
と
、Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
の
開
業

が
あ
り
ま
す
。Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
は
、開

設
当
初
は
理
工
学
部
・
理
工
学
研

究
科
の
約
5
千
人
の
学
生
が
学

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
6

学
部
・
6
研
究
科
が
設
置
さ
れ
、

約
1
万
4
千
人
の
学
生
が
学
ば

れ
て
い
ま
す
。大
学
の
知
の
力
を

行
政
や
民
間
に
提
供
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
他
、多
く
の
学
生
が

地
元
の
小
・
中
学
生
と
の
交
流
や
、

地
域
の
お
祭
り
に
参
加
さ
れ
、に

ぎ
わ
い
や
活
力
を
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。今
月
号
の
特
集
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、11
月

10
日
㈰
に
は
Ｂ
Ｋ
Ｃ
に
て
、市
と

共
催
で
Ｂ
Ｋ
Ｃ
ウ
ェ
ル
カ
ム
デ
ー

「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
健
幸
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。幸
福
を
意
味

す
る「
Ｗウ
ェ

ル

ｅ
ｌ
ｌ
︲
ｂビ

ー

イ

ン

グ

ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
」

を
テ
ー
マ
に
、大
学
の
研
究
に
触

れ
る
企
画
や
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、

食
な
ど
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、今
年
は「
草

津
未
来
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ａア

ワ

ー

ズ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
」

と
し
て
、学
生
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
も
実
施
し
、地
域
の
課
題

に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
は
、
人
口
減
少
社
会
が
進
行

し
て
お
り
ま
す
が
、大
学
が
立
地

す
る
特
性
も
生
か
し
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
住
み
よ
い
、活
力
と

魅
力
の
あ
る
健
幸
都
市
の
実
現

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

DAISUKI  KUSATSUはしかわ市長のだいすき！くさつ 草津市の
誕生から70年

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6 次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。

まちづくりについての市民意識調査にご協力ください
　市政運営の参考にするため、無作為に抽出した 18歳以上の市民3,000人に、市の取り組みへの意識をお
聞きします。調査票は、郵送で送りますので、届いた場合はご協力をお願いします。
※インターネットでも回答できます
●調査開始 10月上旬　●回答方法 �10月21日㈪まで〔消印有効〕に、郵送かインターネットで
問 �企画調整課（ 7階）☎561-2320、561-2489

年金生活者支援給付金
　公的年金などの収入や
その他の所得額が一定基
準額以下の年金受給者の生活を支援
するために、年金に上乗せして支給
されるものです。受け取りには請求
書の提出が必要です。新たに対象と
なる人には ９ 月中に日本年金機構か
ら案内が届いています。忘れずに同
封のはがき（年金生活者支援給付金
請求書）を書いて、提出してください。
◦�老齢基礎年金を受給している人のうち、
以下の要件を全て満たしている人

　・65歳以上
　・世帯員全員の市民税が非課税
　・�年金収入額とその他所得額の合

計が約88万円以下
◦�障害基礎年金・遺族基礎年金を受
給している人のうち、前年の所得額
が約472万円以下の人

問 ◦��日本年金機構 草津年金事務所
　　（西渋川一）
　　☎567-2220、562-9638
　 ◦��保険年金課（ 1階) 
　　☎56１-2367、561-2480

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「077」　 70 市制施行70周年記念事業　

と
い
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
か
す
る
と
、
①
か
ら
③
に
つ

い
て
、
多
く
の
人
が「
で
き
る
」と
答

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
気

を
付
け
た
い
の
が
、
自
分
が「
で
き
る
」

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
中

の「
ふ
つ
う
」「
あ
た
り
ま
え
」と
な
っ

て
形
作
ら
れ
る
点
で
す
。
こ
の「
ふ
つ

う
」「
あ
た
り
ま
え
」と
い
う
考
え
方

に
よ
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に「
で
き
な
く
さ
せ
て
い
る
」背
景
に

気
付
け
な
か
っ
た
り
、
そ
の
根
本
に

あ
る
社
会
問
題
を
捉
え
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

「
ふ
つ
う
」「
あ
た
り
ま
え
」で
な
い
こ

と
を
理
由
に
偏
見
が
生
ま
れ
た
り
、

自
分
と
違
う
か
ら
と
排
除
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
中
の「
ふ
つ
う
」「
あ
た
り
ま

え
」を
、
機
会
を
捉
え
て
問
い
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の「
問
い

直
す
」手
段
が
、
人
権
学
習
で
す
。
こ

れ
か
ら
各
地
で
行
わ
れ
る
人
権
に
関

す
る
研
修
会
や
町
内
で
の
学
習
懇
談

会
な
ど
、
人
権
学
習
の
場
に
参
加
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
し「
め
ざ
め
」を

読
む
こ
と
も
大
事
な
学
習
の
一
つ
に

な
り
ま
す
。

　
「
め
ざ
め
」を
読
ん
で
人
権
感
覚
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
最
新
の
状
態
に
更

新
）し
ま
し
ょ
う
！

②�

自
分
が
着
た
い
服
を
周
囲
に
ど
う

思
わ
れ
る
か
を
気
に
せ
ず
に
着
る

こ
と
が【
で
き
る
・
で
き
な
い
】

③�

銀
行
の
受
付
で
自
分
の
名
前
を
書

く
こ
と
が【
で
き
る
・
で
き
な
い
】

　

い
っ
た
ん
自
分
が
①
か
ら
③
に
つ
い

て「
で
き
る
」か「
で
き
な
い
」か
考
え
た

上
で『「
で
き
な
い
」と
答
え
る
人
が
、

な
ぜ
そ
う
答
え
た
の
か
』、
そ
の
理
由

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
読
ん
で
み
て
、
そ
の
理
由
は

見
つ
か
り
ま
し
た
か
？ 

じ
っ
く
り
考
え

て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で「
で

き
な
い
」と
答
え
る
理
由
は
一
つ
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
①
の
理
由

と
し
て
は
、

⃝
�

外
国
か
ら
日
本
へ
来

た
ば
か
り
で
、
日
本

の
電
車
に
乗
る
方
法

が
分
か
ら
な
い
か
ら

⃝
�

持
病
が
あ
り
、
電
車

の
乗
り
降
り
や
長
時

間
の
移
動
が
難
し
い

か
ら

⃝
�

教
育
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
文

字
の
読
み
書
き
が
難
し
く
、
表
示
が

分
か
ら
な
い
か
ら

⃝
�

過
去
の
体
験（
電
車
内
で
の
性
被
害

な
ど
）が
思
い
出
さ
れ
て
不
安
を
感

じ
る
か
ら

学
習
冊
子「
め
ざ
め
」を
読
ん
で�

 

人
権
感
覚
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
！

　

市
で
は
例
年
９
月
に
、
町
内
学
習
懇

談
会
や
研
修
会
、
家
庭
な
ど
で
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
資
料
と
し
て
学
習
冊
子

「
め
ざ
め
」を
作
成
し
、
各
家
庭
や
関
係

各
所
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
歴
史
は
古

く「
め
ざ
め
第
１
集
」は
昭
和
50（
１
９

７
５
）年
に
発
行
さ
れ
、
今
年
度
で「
第

47
集
」に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
発
行
の「
め
ざ
め
第
47
集
」

は
、
大
き
く
三
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で

構
成
さ
れ
、
話
題
に
対
す
る
自
分
の
答

え
を
基
に
し
な
が
ら
、
人
権
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

２
」で
は『
自
分
の
中
に
あ
る「
ふ
つ

う
」「
あ
た
り
ま
え
」を
見
直
そ
う
』と

い
う
テ
ー
マ
で
、
次
の
三
つ
の
日
常
の

場
面
を
示
し
て
い
ま
す
。

①�

電
車
に
乗
っ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

行
く
こ
と
が【
で
き
る
・
で
き
な
い
】

問 人権センター
　（大路二、キラリエ草津 3階）
　☎563-1177、563-7070

すべての人を大切にするまちに
― 正しく知って、差別を見抜く力をつける ―

各給付金の申請は10月31日㈭まで
● �低所得者支援臨時給付金（令和 ６年度新たに「住民税非課税と
なる世帯」「住民税均等割のみ課税世帯」と「こども加算」）について
問 �人とくらしのサポートセンター給付金窓口（ 1階）
　☎561-0189、561-2482
● �定額減税補足給付金（定額減税しきれないと見込まれる方への� �
調整給付）について
問 �人とくらしのサポートセンター給付金窓口（ 1階）
　☎561-6889、561-2482

広報くさつ 2024.10広報くさつ 2024.10 89

お知らせお知らせ




